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伶

額
に
応
じ
て
―
つ
の
病
傷
ご
と
に
診
療
~
田
乳
用
牛

i
o―
頭
の
共
済
金
額
が
三
万
円
を
こ

費
の
限
度
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
重
い
[

え
る
も
の

[
包
括
加
入
で
は
、
成
牛
も
育
成
乳
牛
~

病
傷
の
た
め
診
療
費
が
限
度
を
こ
え
た

す。

i

掛

金

率

四

疇

五

0
%

と
き
は
、
そ
の
こ
え
た
部
分
が
農
家
負
；
も
包
括
し
ま

担
と
な
っ
て
、
他
に
病
気
を
し
な
い
家

-
0
一
頭
の
共
済
金
額
が
一
一
一
万
円
以
下
~

~
右
の
率
を
乗
じ
て
得
た
金
額
か
ら
差

畜
の
限
度
点
数
が
あ
っ
て
も
融
通
す
る
i

で
あ
る
も
の

;5か
れ
る
国
庫
負
担
分
（
加
l

し
一
頭
の

一
。
六
五
％

こ
と
は
で
き
主
せ
ん
で
し
た
。
~
―
―

工
ハ
済
金
額
が
七
万
円
を
こ
え
る
も
の
は

し
か
し
、
今
後
は
共
済
金
額
に
対
し
~

三
万
円
を
こ
：
七
万
円
に
左
の
率
を
た
額
）

て
、
乳
用
牛
で
は
九
希
、
肉
用
牛
八
茄
、
[

馬
で
は
十
伶
に
相
当
す
る
全
額
が
限
度
~

と
な
り
支
す
。

例
え
ば
、
乳
用
牛
を
三
頭
飼
っ
て
い
~

る
農
家
で
、
牛
の
合
計
価
格
が
五
十
万
[

Pr円
で
あ
る
と
き
、
八
割
を
撰
択
す
れ
ば
[

共
済
金
額
が
四
十
万
円
と
な
り
注
す
か
~

ら
、
そ
の
九
伶
に
相
当
す
る
三
万
六
千
~

円
の
診
療
費
士
;
で
は
、
ど
の
牛
が
病
気
~

を
し
て
も
超
過
分
を
農
家
が
負
担
す
る
~

こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

i

（
従
来
は
乳
牛
十
万
円
加
入
し
て
い

i

る
と
き
、
限
度
額
五
千
五
百
九
十
円
）

i

肉
用
牛
や
馬
の
と
き
も
同
じ
計
算
方
~

法

で

の

限

度

が

ま

り

ま

す

。

i

―̂ 1 

．
円
肛
左
の
率
を

負
担
分

多
発
に
い
、
掛
金
率
が
上
~

が
り
走
し
た
が
、
庫
負
担
分
増
え
注
"

し
た
の
で
、
や
や
上
が
る
程
度
と
な
り
~

注
し
た
。

u-F{、
万

円

の

馬

を

し

又

、

多

頭

飼

養

す

る

農

家

は

、

掛

金

i

ダ

，
 

.

f
牙

る
た
め
、
割
安
~

家
;
の
国
庫
負
担
分
が
上
が

二
し
い
る
と
f

六
十
％
を
選
べ

責
担
と
た
る
共
済
担
金
は
、
一
万
三
千
．
と
な
り
、
乳
牛
で
は
、
三
頭
以
上
、
肉
i

~
九
百
八
円
ぽ
な
り
ま
す
。
盃

F
牛
で
は
、
五
頭
以
上
飼
養
す
る
農
家

i

□
‘
掛
金
を
年
―
―
一
回
忙
分
納
す
る
こ
と
~

]
従
来
に
比
べ
あ
と
一
一
の
死
廃
病
；
ご
し
き
る
よ
う
匹
な
り
主
し
た
。

.

＇

 

ロ―
フ
ー

年
の
四
月
か
ら
、
カ

テ
レ
ピ
の
放
送
時
間

る
こ
と
に
し
ま
し

“ ゃ一ー

口教
育
し、

レ

ょ
り

四

月

か

ら

い
っ
ぽ
う
、
ラ
ジ
オ
で
は
、
第
一
放

こ
送
は
家
庭
婦
人
向
け
ワ
イ
ド
番
組
身
近

＂
な
生
活
情
報
を
主
に
し
た
報
道
番
組
、

二
輛
い
音
楽
番
組
な
ど
、
聴
取
者
層
の
実

」
情
に
即
し
た
編
成
を
ね
こ
な
い
、
ラ
ジ

。

：
オ
の
も
つ
機
能
性
、
速
報
性
を
生
か
す

~
N
H
K

を
は
か
る
。
．

レ
ピ
夜
七
時
半
か
ら
の
報
~
第
二
放
送
は
教
育
番
組
を
中
心
に
聴

ご
フ

1
番
組
ゃ

[
を
い
っ
そ
令
~
組
や
ス
ボ
ー
ツ
中
継
な
ど
口
取
目
的
を
明
ら
か
に
し
た
番
組
を
強
化

；

た

。

る

カ

ラ

ー

化

を

推

進

す

る

。

i

す
る
。

i
N
H
E

前
月
に
己
午
後
八
時
台
の
娯
楽
番
組
、
午
後
~
F
M
は
ス
テ
レ
オ
放
送
を
一
日
一
時

、
年
度
五
時
台
の
芸
能
番
組
に
新
番
組
を
登
場
~
聞
程
度
ふ
や
す
、
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

羞
ご
定
が
お
こ
な
ね
れ
ま
す
が

ご
す
。

す

昭

ぷ
u
せ
、
充
実
を
は
か
る
。

ら

差

[

二

+

万

円

の

十

;

｝

改

定

の

基

本

的

庁

均

ぇ

方

を

・

四
テ
レ
ビ
ロ
ー
カ
ル
放
送
の
充
実
の
~

五
円
の
を
飼
養
し
て
い
る
~
十
五
叩
四
十
二
年
度
国
げ
放
送
番
組
編
集
の

て
こ
た
め
、
年
度
末
ま
で
忙
県
庁
所
在
地
と
~

属
を
選
ぺ
ば
、
農
家
負
担
と
な
る
共
済
五
基
本
方
針
は
つ
宮
の
と
お
り
と
な
っ

こ
れ
匹
準
ず
る
基
幹
局
―
―
-
+
＝
一
局
の
全
i

扇
金
は
、
六
千
百
九
十
六
円
と
な
り
ま
喜
ま
す
。

；
す
。
~
ま
ず
、
現
在
定
時
番
組
で
一
日
に
四
碕
叩
に
テ
レ
ビ
中
継
車
を
配
置
す
る
。

i

~
•
t
"

時
間
一
分
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
テ
ン
ビ

i
ま
た
教
育
テ
レ
ビ
は
"

日
一
日
平
均
一
時
閲
半
の
時
間
増
を
~

ぷ
)
カ
ラ
ー
放
送
を
い
っ
そ
う
拡
充
し
て
、
．

9

9

 

~
い
馬

、
一
日
十
八
時
間
放
送
と
す
~

年
度
末
に
は
七
時
間
半
紅
ふ
や
す
よ
う
ぶ
こ
な
い

[

0
共
済
金
額
が
三
万
円
以
上
の
と
き
石
こ
す
る
こ
と
、
宇
宙
中
継
で
ニ
ュ
ー
ス
、
；
る
。

t

掛

金

率

一

四

睾

二

二

％

嘉

道

番

組

を

活

発

応

放

送

す

る

こ

と

な

己

新

た

に

中

国

語

、

ス

ペ

イ

ン

語

講

i

直
と
あ
わ
せ
て
語
学
謂
座
拡
充
~

▽
ど
が
も
り
こ
夜
れ
て
い
注
す
。

•
さ
ら
陀
給
合
子
レ
ビ
忙
つ
い
て
は
正
す
る
。

~
右
の
率
を
乗
じ
て
得
た
金
額
か
ら
差
~

分
間
の
交
キ
[
以
上
の
よ
ぅ
な
こ
と
が
て
~

訂
か
れ
る
国
庫
負
担
分
（
但
し
、
共
済
□

日

毎

朝

一

ー

~
万
円
を
こ
え
る
も
の
は
十
万
；
ャ
ン
ペ
イ
ン
を
放
送
し
全
涵
主
す
。

．
 

鬱

笏

％
 

平
―
ーも

を

i
"
い

L

しぇ


